
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オススメ① 紙幣の日本史   

加来耕三 著  ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2019 年発行 

なぜ，新紙幣(2024年度～)に渋沢栄一，津田梅子，北里柴三郎が選ばれたのか？ 

「時代背景」の観点では，戦前は，天皇と国に尽くした人物が採用された。「印刷技術」の観

点では，福沢諭吉が起用されるまでは偽造防止の印刷技術が未熟で，偽造しにくいヒゲの人

物が優先で選ばれている。お札の肖像から探る意外な歴史エピソード! 

 

オススメ② 光秀からの遺言【本能寺の変４３６年後の発見】  

明智憲三郎 著 河出書房新社 2018 年発行 

なぜ，慎重な信長が，光秀だけは全面的に信じ謀反をおこすと気づかなかったのか。 

日本史上空前のクーデター「本能寺の変」を起こした明智光秀。誰もが知る戦国武将なが

ら，信長に仕えるまでの晩年以外，すべてが謎に満ちている。科学的アプローチを駆使し

て迫り，全人生を浮き彫りにする。 

 

オススメ③ １分で話せ 世界のトップが絶賛した大事なことだけシンプルに伝える技術 

伊藤羊一 著 ＳＢクリエイティブ 2018 年発行 

 ９０％の人は１分で話せないばかりに損をしている！ 

不要な話をなくして，短く適切に相手の記憶に残す。重要なことなのに，なかなかできない。

この本を読めば何倍にも伝わりかたが変わります。 

 

オススメ④ ２０３０年の世界地図帳 新しい経済とＳＤＧｓ、未来への展望  

落合陽一 著 ＳＢクリエイティブ 2019 年発行 

 2030 年の世界はどこに向かうのか。私たちの住んでいる日本も大きな社会変化の中にい

ます。SDGs，GAFAM，中国，サードウェーブの世界を俯瞰しわかりやすく解説。2030

年に向けてのビジョンを作るために必要なデジタル地政学の考え方とは。 

 

オススメ⑤ 世界の国境を歩いてみたら 行かなきゃわからない国境のサプライズ！ 

      「世界の国境を歩いてみたら・・・」番組取材班 著 河出書房新社 2018 年発行 

 ＢＳ１１の人気番組が本になりました。日本にないもの・・・それは地続きの国境線。 

番組で放送した中から厳選した国境を取り上げています。あなたもページをめくって一緒に

国境を歩いてみましょう。 

 

 築館高校ＨＰでもお知らせしていますが，5月は各学年分散登校日に，図書館を利用し本を借りることが

できます。築館高校図書館司書のオススメ本を紹介しますので，本を借りる時の参考にしてくださいね♪ 

築館高等学校 図書館だより 

 発行：令和２年５月号外 

 文責：司書 佐藤  
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～司書オススメ本の紹介～ 

家にいても、過去・世界の国々・小説の世界へ旅ができる！ 

新しい知識の扉も開いてみよう！ 



オススメ⑥ 宇宙へ「出張」してきます 古川聡のＩＳＳ勤務１６７日 

古川聡 著 毎日新聞社 2012 年発行 

 医師から宇宙飛行士に転職，出張先は宇宙！！ 

ある日，「宇宙飛行士の公募を始める」というニュースを聞いて脳天に稲妻が落ちた古川さん。 

様々な条件や訓練をクリアし，飛行士候補に選ばれ，実際に宇宙に行くまでは１０年以上が

経っていた。100を超える科学実験やミッション，プログレス事故，スペースデブリ衝突の

危機を乗り越え帰還した古川聡，167日の軌跡。 

 

オススメ⑦ 運転者 未来を変える過去からの使者  

喜多川泰 著 ディスカヴァー・トゥエンティワン 2019 年発行 

「……なんで俺ばっかり」思わず独り言を言った，その時。ふと目の前に，タクシーが近づ

いてくるのに気づいた。運が劇的に変わる時，場が，人生にはあります。あなたにも。 

 

オススメ⑧ ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー  

ブレイディみかこ 著 新潮社 2019 年発行  

優等生の「ぼく」が通う元・底辺中学は，毎日が事件の連続。人種差別丸出しの美少年，

ジェンダーに悩むサッカー小僧。時には貧富の差でギスギスしたり，アイデンティティに悩

んだり。世界の縮図のような日常を，思春期真っ只中の息子とパンクな母ちゃんの著者は，

ともに考え悩み乗り越えていく。 

 

オススメ⑨ 世界から猫が消えたなら 

川村元気 著 マガジンハウス 2012 年発行 

余命あとわずかの３０歳郵便配達員。僕は生きるために，消すことを決めた。 

今日もし突然，電話が消えたなら，時計が消えたなら，そして，僕が消えたなら。 

陽気な悪魔が僕の周りにあるものと引き換えに１日の命を与える。 

 

オススメ⑩ 夜行 

 森見登美彦 著 小学館 2016 年発行 

「夜はどこにでも通じているの。世界はつねに夜なのよ」 

六人は，学生時代を過ごした仲間だった。十年前，鞍馬の火祭りを訪れた私たちの前から，

長谷川さんは突然姿を消した。十年ぶりに鞍馬に集まった私たち。それぞれが旅先で出会っ

た不思議な体験を語り出すと，全員，ある画家が描いた「夜行」という絵と出会っていた。 

 

  

 

 

公益財団法人 読書推進運動協議会が成人式・卒業式など新たな人生の一歩を踏み出す若い人にぜひ

読んでもらいたい本を紹介しているリーフレット「若い人に贈る読書のすすめ」や新潮社が高校生に

読んで欲しい本を紹介している小冊子「高校生に読んで欲しい５０冊」も図書館前ホールに準備しま

した。本の選書の参考にしてください♪ 


